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昭和57年度第2次観測ロケット実験計画概要

　昭和57年度第2次観測ロケット実験においては、K－9M－76号機に

よる観測実験及びM－3S－3号機による第8号科学衛星打上げの合計2機

の打上げを行う計画で、それぞれの実験目的は次のとおりである。

ロケヅト
到達高度

i㎞）
水平距離
i㎞）

全重量：
iton）

搭載計器重量
@（kg）

観　測　　目　的

K－9M－76 340 335 1．51 55
紫外大気散乱スペクトルの観測

M－3S－3

近地点　480

湯n点　660

2，564

i第2段）
49．2

衛星重量

@220

第8号科学衛星によるX線星、

w線銀河、7線バースト、軟X
?ｯ雲等の観測

1．実験実施責任者

　　宇宙科学研究所長　　森　　大吉郎

　　　（東京都目黒区駒場4－6－1・TEL　O3－467－1111）

○

各ロケットの実験予定日は次のとおりである。

ロケッ　ト 実験予定日 実験時間帯 延期する場合の期間

K－9M－76 1月15日（土）5時40分 5：40～6：10 1月16日～1月21日

M－3S－3 2月16日（水）14時00分
第1殺14：00～14：50

謔Q段14：10～15：00
・2月17日～2月28日

4．警戒の範囲

　　陸上における警戒の範囲

　　別紙（1）K－9M－76号機に適用

　　　　　（2）M－3S－3号機に適用

　　海上におけるロケットの落下予想区域

　　　別紙（3）K－9M－76号機に適用

　　　　　（4）M－3S－3号機に適用

2．実験場所

　　宇宙科学研究所　鹿児島宇宙空間観測所

　　　　東経　131。0414511北緯　31。1510011

　　　（鹿児島県肝属郡内之浦町長坪　TEL　O9946－7－2211）

こ　実験期間

　　昭和58年1月15日（土）～1月21日（金）

　　及び　　　2．月16日（水）～2月28日（月）
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　　　5．実験の要領

0　ω実験は天候および研究上の都合によって延期することがある．延期の

　　　　　理由が天候によるときは、当日できるだけ早く報知する手段（ラジオ等）

　　　　　を講ずる。また研究上の理由によるときは、不測の障害にもとつく場合

　　　　　以外はできるだけ前日中に報知する手段（ラジオ等）を講ずるσ・

　　　　　　漁業関係者に対する報知は漁業無線局を通じても行うσ・

　　　　（2）実験当日は観測所内に黄白を掲げる。・発射30分前に赤旗を掲げサイ

　　　　　　レンを鳴らす。実験が日の出前に行われる時は赤旗のかわりに3個の点

　　　　　滅式赤色ランプをつける。発射3分前に花火1発をあげる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一2一



　　実験終了後は花火2発をあげ赤旗をおろし、．または赤色ランプを消す。

（3）実験当旧の警戒は陸上については鹿児島県警察、海上については第

　10管区海上保安本部および鹿児島県に依頼する。その細目は打合せの

　上定める。’また、航空については鹿児島空港事務所と連絡の上実験を行う。

　　観測所付近の陸上および海上については宇宙科学研究所においても監

　視員を観測所内に配置し、また観測所内に設置された海上監視レーダに

より警戒にあたる。　　　　　　　　　　●
（4）実験に際しては鹿児島海上保安部および鹿児島空港事務所との間に連

　絡用通信回線を宇宙科学研究所が開設し、連絡にあたる。

15｝新東京空港事務所保安部航空情報課へ、各ロケットの発射2時間前ま

　でに発射時間および機種を通報する。

（6｝実験中は警戒区域内に一般の人が立ち入らないように立札または縄張

　りをする。

（7》M－3S－3号機の実験に際してはボ衛星の軌道追跡について宇宙開

　発事業団、郵政省電波研究所及び米国航空宇宙局の協力が得られる予定

　である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

6．報道関係

（1）報道関係者には次の日時にロケットを公開して取材の便宜をはかる。

　　　K－9M－76　1月14日（金）　12：00～113：00

　　　M－3S－3　2月14日（月）　13：00～14：00

　（21実験の結果については、実験終了後実験主任が概略の発表を行う。
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z　実験主任

　　K－9M－76

　　M－3S－3

教　授　　平　尾　邦　雄

教　授　　秋　葉　鐙二郎

8．実験の内容

　。　K－9M－76号機（1月15日（土）5時40分打上げ予定）

　　　地球磁場の磁力線によってむすばれている南北半球の2点を共役点と

　　いう。・この二点をむすぶ磁力線にそって荷電粒子（この場合は電子）が

　　南北両半球をゆき交う。　　　　　　　　　　　　　　　一l

　　　K一9M－76号機の実験では内之浦とオーストラリア中部とが共役

　　点の関係にあるためにオーストラリア上空で発生した電子が内之浦上空

　　にきて電離層に与える影響について研究をする。この影響をしらべるに

　　はオーストラリア中部上空に太陽があたり光電子をつくっており、内之

　　浦ではまだ夜間であって太陽による影響がない時をえらんで実験をする

　　ことにより純粋に光電子の影響をしらべることができる。

　　　このような条件は内之浦で冬期の早朝にのみ起り冬至に近いほどよい。

　　この光冤子はロケット搭載の光電子スペクトロメータで直接はかること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む
　　ができるし、又上部電離層の酸素原子を励起して6300Aの夜光がつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む
　　よくなることからもわかる。又7774Aの光もこの電子によって励起

　　される。又この光電子によって夜間電離層の熱的電子のエネルギー分布

　　も変化するはずである。これらの総合的な観測をK－9M－76号機に

　　よって行おうとするものである。昭和58年1月はちょうど月もなく上

　空の観測を行うのには数年に1度の好機である。又上記の条件を満す時

　間は朝のごく限られた時間である。
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o　M－3S－3号機（2月16日　14時00分　打上げ予定）

　　第8号科学衛星ASTRO－Bは「はくちょう」に続く第2のX線天

文学観測衛星である。「はくちょう」は打上げ以来X線星の観測に活躍

　してきた。特に中性子星の表面で起る爆発現象、X線バーストや、極め

て強い磁場を持づた高速回転する中性子星のX線パルサー、更にブラッ

クホールと考えられる天体等について多くの成果を挙げた。

　　ASTR・一Bは「はくちょう」の成果を追及し、更に発展させるた　●・

めのミヅションで、一段と観測装置の性能向上が計られている。AST

RO－Bの主観測装置には新しく開発した螢光比例計数管を採用し、

「はくちょう」に比べてX線を捉える感度とスペクトル分解能を大巾に

増強した。これによりX線天体の特徴である強度とスペクトルの時々刻

々の変動を詳しく追うことができる。

　この他に広い視野を監視して新しいX線天体の出現等を見張っている

モニター装置や、超軟X線反射望遠鏡が搭載されている。

　衛星はモーメンタムホイールによって姿勢の安定を保ち、約10分間

に一回のゆっくりした回転を行う。又磁気トルク方式で衛星のスピン軸

を天空上の任意の方向に向けることが出来、目的のx線天体を捕捉する。○

軌道上では4枚の太陽電池パドルを展げて電力の供給を行う。
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別紙（1）陸上における警戒区域（K－9M型ロケットに適用）
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別紙（2）陸上における警戒区域くM73S型ロケットに適用）
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別紙（3）海上における落下予想区域てK－9M－76号機に適用）
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M－3S型ロケ7ト
　　3　段．式
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昭和57年度第2次観測ロ．ケット実験の観測
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紫外大気散乱ス．ベクトル

の観測等

M－3S－3
第8号科学衛星打上げ

’へ、

）

打上げ済み科学衛星等一覧

1
一
ト
o
l

名　　　称 観　測　項　目
重量
i左9）

牲道魏無（㎞）（傾斜角deg）

打上げ用ロケット ロケッ　ト概要 打上げ年月日

お　お　す　み
人工衛星打上げ技術の習得と
q星についての工学的試験 24 350～5，140

@（31。） ：L－4S－　5 4段式固体燃料ロケット 45．　2．　11

試　験衛　星
ｽ　ん　・せ　い

衛星の機能試験等 63 990～1，110
@（30。） M－4S－　2

全段固体燃料の4段式ロケット
ﾅ終段打出し方向姿勢制御装置付 46．　2．　16

第1号科学衛星
ｵ　ん　せ　い

太陽電波、宇宙線、電離層の

ﾏ測 66 870～1，870
@（32。） M－4S－3

〃 46．　9．　28

第2号科学衛星
ﾅ　　ん　　ば

プラズマ波、地磁気等の観測 75 250～6，570
@（31。） M－4S－4

〃 47．　8．　19

試　験　衛　星

ｽんせい2号
衛星の姿勢制御試験等 56 290～3．240

@（31。） M－3C－　1
全段固体の3段式ロケット第
Q段に姿勢制御装置及び誘導

ｧ’装置（TVC
49．　2．　16

第3号科学衛星
ｽ　い　よ　う

太陽軟X線、太陽真空紫外放
ﾋ線等の観測 86 260～3，140

@（32。） M－3C－　2 〃 50．　2．　24

試　験衛　星
ｽんせい3号

衛星の新しい姿勢制御テスト 129 790～3，810
@（66。） M－3H－　1

M－3C型の1段目を％長くしたもの

52．　2。　19

第5号科学衛星
ｫ　ょっこ　う

衛星によるオーロラ撮像等 126 630～3，970@
（
6
5
。
）
‘

M－3H－　2
〃 53．　2．　　4

第6号科学衛星
ｶ　き　け　ん

電子密度、粒子線プラズマ波

凾ﾌ観測 90 227～30，051
@（31。） M－3H－　3 〃 53．　9，　16

第4号科学衛星
ﾍくち’よ　う

X線星の時間変動の観測と超
薰w線観測 96 545～577

@（29．9。） M－3C－　4
全段固体の3段式ロケット第
Q段に姿勢制御装置及び誘導

ｧ御装置（TVC）
54．　2．　21

試　験　衛　星

ｽんせい4号
第7号以降の科学衛星に必要
ﾈ技術に関する諸実験 185 52Q～605

@（38．7。） M－3S－　1
全段固体の3段式ロケット第1段
ﾉ姿勢制御装置および固体モータ

^ロール制御装置（SMRC）
55．　2．　17

第7号科学衛星
ﾐ　の　と　り

太陽硬X線、太陽軟X線等の
ﾏ測 188 576～644

@（31．3。） M－3S－2
〃 56．　2．　21


